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１．研究目的 

	 本プロジェクトでは、各種の実アプリケーションで現れる大規模な固有値問題を対

象として、次世代ハードウェアでの利用を想定した並列アルゴリズムの研究とその高

性能実装技術の開発を目的とする。また新たにスペクトラルクラスタリングなどの固

有値解法に基づく機械学習アルゴリズムの開発と評価を行う。 
 

２．研究成果の内容 
	 本プロジェクトにおいてアルゴリズムと実装技術の開発を進め、HA-PACSおよび
COMAを利用して、メニーコア向けコードの高性能化を進めた。具体的には、(1)階
層的な並列構造をもつ密／疎型の固有値計算アルゴリズムおよび GPU向けソフトウ
ェアの開発、 (2)実アプリケーションによる高性能利用技術の開発、(3) 固有値解法に
基づく機械学習アルゴリズムの開発を中心に行った。 
	 主な成果として、自動車のオートマチックトランスミッションを開発するアイシ

ン・エィ・ダブリュ（株）との共同研究で、振動解析で現れる固有値解法の高速化の

ため COMAにおいて実装や性能評価を行い、共同研究成果をまとめた論文が採択さ
れた[学術論文 3]。また、スペクトルクラスタリングやディープニューラルネットワー
ク計算においても固有値解法に基づくアルゴリズムの開発を進めており、学術論文と

して採択された[学術論文 4,5]。 
 

３．学際共同利用として実施した意義 
	 本研究プロジェクトでは、並列アルゴリズムの基礎開発における小規模計算から、

実アプリケーションへの適用に向けた実装・性能評価等の大規模計算まで幅広い計算

を行っており、また GPUや Xeon Phi向けのソフトウェア開発も行っている。このよ
うに、本研究プロジェクトでは幅広い計算を行う事が必要であり、この点が本プロジ
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ェクトを学際共同利用として実施した意義である。また、この学際共同利用を通し

て、物質科学分野の研究者と共同研究が始まった。 
 

４．今後の展望 
	 近年人工知能・機械学習技術が注目されているが、我々はスペクトラルクラスタリン

グなどの固有値計算に基づく機械学習アルゴリズムの開発を進めており、成果が出始

めている。COMA や OFP を活用し、これらアルゴリズムの開発・高性能化を押し進
め、ディープニューラルネットワークなどの既存の機械学習手法と学習性能だけでな

く計算時間の観点で比較することを検討している。 
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(3) その他 

 
使用計算機 使用計算機に○ 配分リソース※ 

HA-PACS ○ 484 
HA-PACS/TCA ○ 88 
COMA ○ 240 
※配分リソースについては 32node換算時間をご記入ください。 

 
 
 


